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C -I -02 加温加湿器付人工呼吸器に人工鼻を付加した時の
呼気抵抗の検証
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[はじめに]

当院では人工呼吸中の加温加湿法として自動給水式

チャンパーとフィルター付人工鼻の 2種類が使用され

ている。

この度検査時に使用した人工鼻フィ ルターが誤って

加温加湿器付7200aeに付けられ、通常より気道内圧が

上昇しているのを病棟ラウンド時に発見した。そこで

今回モデル肺を用い、加温加湿器付人工呼吸器に人工

鼻を付加 した時の気道内圧と人工鼻の呼気抵抗の変化

を検証した。

[方法]

モデル肺はマリンクロット社製lungsimulator、人 r.
l呼吸絡は PB社製 7200a巴、加温加湿器は F&P社製

MR410、人 1:鼻はDal社製ハイグロハ ックS、そ してよな

抗測定には PB社製 PT2000を用いた。

人工呼吸器の設定はCMVモード、TV500ml、回数15

回、 吸気流速401/分、 PEEP3cmH20とし、ま たMR410

の条件はめも りf6Jに合わせ、チャンパー出口温度36

℃、絶対湿度40mgとした。そして付加後、 2，4， 6， 8 

時間の気道内圧と人工鼻の呼気抵抗を室温24"cと26"C

で各々5回づっ測定し、その平均値を出した。抵抗測定

はPT2000の入力側に吸気回路を、出口側に人工鼻を入

れ、フローを 401/分とした。

[結果]

気道内圧は室温24"c時では4時間で3cmH20、8時間

で7cmH20の増加、また26"Cの時は4時間で2cmH20、

8時間で4cmH20の増加が見られた。(図 1)

次に人工鼻の呼気抵抗であるが、図1のグラ フはドラ

イ状態の1.8cmH20をゼ、ロに取り、どれ位増加したかを

示したものである。室温24"cでは 4時間で 1.8cmH20、

8時間で6.4cmH20増加 し4時間を境に急激に上昇する

傾向が見られた。一方26"Cの時は4時間で 1.3cmH20、

8時間で3.3cmH20の増加であった。

またこのグラ フから気道内圧と抵抗の増加曲線は、

ほぽ同じ傾きを示した。

[考察]

呼気抵抗は患者の呼気中の水分含有量のみならず、

回路内結露など様々な条件に左右される。よって今回

出された数値は一つの指標にすぎないが、今回の条件

に置いた場合、冬場の室温24"cでは8時間で8cmH20以

kの呼気抵抗がかか り、これは明らかに呼吸負荷をワ.

えるレベルではないかと考えられた。1992年の ISOに

よれば祇抗の基準は 4cmH20以下となっている n

[結語1
加温加湿器と人L鼻フィルターが混在している施設

においては起こりうる問題ではないかと考え、今回実

験的に検証を行った。その結果次のような事が得られ

た。

1.一定条件下、 室温24"cでは 4時間で3.6cmH20、8時

間で 8cmH20以上の呼気抵抗が見られた。

2. 8時間以上人工鼻フィルターが付けられている こと

に気付かない場合、重大なアクシデントにつながる虞

がある。
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図 I 室温24，26"Cにおける、気道内圧及び人工鼻の呼気抵抗の時間変


